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■司会     SAA 坂本 光君 
■点鐘           会長 市村 忠男君 
■ロータリーソング         我らの生業 
■ビジター  

NPO 法人ま・わ・た 代表 飯野  滋生様 
 

■会長挨拶        会長 市村 忠男君 

 
本日も多くの方に参加いただきありがとうござい

ます。 
本日のお客様をご紹介申し上げます。特定非営利

活動法人「ま・わ・た」理事長飯野滋生様です。

この後、貧困家庭への支援としてフードドライブ

事業、さらに子ども食堂事業を行いつつ子供の学

習支援も検討されていると新聞で目にしました。

これらについて卓話をいただきます。よろしくお

願いいたします。 

かつて、日本は一億総中流社会と言われた時期も

ありました。当時、資本主義国家でありながら、

国民間の所得格差が小さく、理想の社会主義国家

と言われたことを思い出します。年功序列型・終

身雇用制度のメリット・デメリットが多々ある

中、成果主義・実力主義を取り入れる企業が増

え、正規雇用を求めながら非正規雇用に甘んじる

被雇用者が増え、グローバル社会の到来が所得格

差を拡大したと言えます。 
さらに、新型コロナ禍による就業機会の減少、ロ

シアのウクライナへの侵攻、円安等の要因により

所得の減少、失業、物価高等様々な問題により低

所得者が増加したことで貧困問題が表面化し社会

問題として取り上げられています。 
国際ロータリーの重点項目の一つに「貧困をなく

すこと」があります。石田バガナー年度において

「月信」に各クラブの奉仕事業を掲載いただいた

中に、「貧困問題」に関する事業が多くのクラブで

行われていることを知りました。 
そこに、益子ロータリークラブは、子ども食堂の

ある茂木・市貝町と益子町の社会福祉協議会に新

米 1200 ㎏を寄付したことを新聞記事で知りまし

た。先を越されたと思いましたが、益子クラブの

素晴らしい事業にエールを送りたいと思います。

多くの人が、多くのクラブが「貧困」「環境」が大

きな社会的課題と認識したことで、ロータリーの

奉仕事業として行われるようになりました。 
貧困という社会的課題には一人では出来ないこと

も、同じ志を持つロータリアンが集まれば、無理

なく少しずつできる奉仕活動があるのではないか

と考えています。 
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当クラブの今年度の事業計画に長期計画委員会を

つくり、検討項目の一つに「フードドライブ事

業、子供食堂支援事業」を挙げました。9 月の例会

で中山次長から真岡市社会福祉協議会としての事

業、本日は実際直接貧困問題に携わっている飯野

様から具体的なお話を伺い、長期計画委員会で検

討し、社会奉仕委員会に提案し、今年度の事業と

して皆様に提案できればと考えています。 
新規の奉仕事業として長期計画委員会の検討項目

に挙げたものを含め。皆様一人一人が考える「奉

仕」を検討いただいて、当クラブの「奉仕事業」

を議論したいと考えております。 
足かけ３年に及ぶコロナ禍の中、余暇は少ないと

は思いますが、20 日からワールドカップサッカー

大会が始まります。日本代表の試合は比較的テレ

ビ観戦しやすい時間帯に設定されています。応援

しながら楽しみましょう。 
以上、挨拶とさせていただきます。 
 
 
■幹事報告           横松 和美君 
幹事報告をさせていただきます。 
1 地区大会について 

参加の有無、マイクロバスを使用するか否かを

本日中にお知らせください 
2 事務局野澤さんお休みについて 
 
■親睦委員会          安齋 哲夫君 
忘年例会について 
 12 月 22 日（木）18 時～  
   フォーシーズンズ静風にて 
本年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の為

会員のみの参加となります。状況によっては中止

になる場合があることをご了承ください。 
 
 
■本日のスマイルボックス   森田 淳君他 

             
市村 忠男君 NPO 法人「ま・わ・た」代表飯野

滋生様、来訪いただきありがとう

ございます。卓話よろしくお願い

いたします。今後の事業として参

考にさせていただきます。野沢事

務局が陽性となり欠席が続いてお

ります。ご不便をおかけして申し

訳ありません。ご協力お願いしま

す。皆様もご注意下さい。 
 

石塚 龍夫君 飯野様本日は卓話宜しくお願いし

ます。野沢事務局の一日も早いご

回復をご祈念申し上げます。 
 
大瀧 和弘君 飯野滋生様、卓話よろしくお願い

いたします。 
 
大越 正和君 NPO 法人まわた飯野滋生様、いつ

もお世話になります。卓話よろし

くお願いします。また先日岡部名

誉会員に会いまして元気で真岡ロ

ータリーの皆様に宜しくとのこと

でした。 
 
渡邉 佳寛君 飯野滋生会長、ようこそいらっし

ゃいました。卓話よろしくお願い

致します。 
 
平石 典嗣君 飯野さん、卓話ありがとうござい

ます。そして真岡ロータリークラ

ブのご入会を心よりお待ち申し上

げております。 
 
阿久津 亮君 飯野会長、本日は卓話楽しみにし

ています。いつも裏方の飯野さん

のお話、一番前で聞かせてもらい

ます。 
 
小金 幹典君 本日は卓話をありがとうございま

す。事情により本日欠席となりお

話を聞くことができず残念です。 
 
広沢 雅信君 飯野滋生様、本日卓話大変有難う

ございます。日頃のご活躍してい

る活動内容楽しみにしておりま

す。真岡 RC 入会も、もう一度ご

検討下さい(笑) 
 
豊田 光弘君 国府田さん卓話ありがとうござい

ます。県内 JA のリーダーの話をし

っかりと拝聴させていただきま

す。 
 
渡邉 佳寛君 国府田組合長、卓話よろしくお願

い致します。気合を入れて拝聴し

ます。 
 
阿久津 亮君  国府田さん、内部卓話楽しみに

しています。卓話時間は十分に

あると思うので。 
 
小金 幹典君  国府田組合長のお話を聞かせて

いただくのを待ちに待っており

ました。謹んで卓話拝聴させて

いただきます。 
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広沢 雅信君  国府田組合長、本日の卓話宜し

くお願い致します。謹んで拝聴

させて頂きます。JA はが野の面

白い裏話期待しております！ 
 
国府田 厚志君 今日はよろしくお願いします。 
 
 
■外部卓話 
   NPO 法人 ま・わ・た 代表 飯野 滋生様 
ご紹介をい

ただきまし

た非営利活

動法人まわ

たの代表し

ております

飯野滋生と

申します。 
どうぞ、よろしくお願いいたします。 
ざっくばらんなご紹介をいただきまして、本当にあり

がとうございます。本当に隣同士でありましてフード

バンク事業の方では、米を精米して 5 キロの袋に入

れていただく、ということを広沢さんにお手伝いをい

ただいております。また、私ではなく私の父が先ほど

ご紹介あったように前々からこのロータリークラブと

はご縁がありお世話になっておりました。なかなか息

子が入会せず本当に申し訳ないのですが、その分こち

らの NPO 活動の方で奉仕活動頑張っておりますの

で、優しい目で見ていただければと思っております。 
私のお話というよりも、この「まわた」という団体が

どんな団体なのかを簡単にご紹介をさせていただきた

いと思います。 
設立は 2010 年の 5 月 10 日に NPO 法人の認証を受

けました。これ以前に真岡市市民活動推進センターと

いうのが、元の真岡市のスケートセンターのところに

ございまして真岡市が運営していた市民活動をサポー

トするセンターとして 2008 年に開設しました。2002
年に当時青年会議所に在籍していた時に、NPO サポ

ート委員会というのがあったんですが、そこの担当副

理事長をやっておりその関係から私が選ばれました。 
その後、そういった活動が薄れてきた頃も、とりあえ

ず窓口になってくれ、ということでそのままずっと関

わってきて今のような状態になってしまいました。 
市民活動に関わる活動も本当に青年会議所の頃からお

世話になってきていることであります。 

そして、2007 年に準備委員会ができまして、1 年

間、開設準備を行い 2008 年に市民活動推進センター

ということで開設をしました。現在、二宮のコミュニ

ティセンターの 2 階に設置されております。 
現在は指定管理を受け、もうすでに 10 年になるとこ

ろであります。一応指定管理団体であるということ

で、信頼していただければ、と思います。 
この法人を立ち上げた目的というのは市民の民間の支

援機構、中間支援ということで市民団体が様々な活動

をする中で、市民の団体だけでは不自由な部分がある

故、役所や企業とつなぐ中間支援をする団体として、

設立されました。市民活動推進センターにお世話にな

る市民活動をする団体、もしくは個人の皆さんが集ま

り、その代表の皆さんを集めて団体を設立したという

経緯があります。フードバンク事業を始めるきっかけ

というのが 20123 年ぐらいからです。2011 年にあの

震災があり、その直後にこの指定管理を受けこの活動

に入ったわけです。食品ロスをなくそう、そういう食

材をできるだけ無駄のないように回していこうという

中で、貧困家庭への少しは助けになるんじゃないか、

もしくは何かの役に立つんじゃないかというところ

で、そういった方々に食材を配るということも、一緒

に考えられるようになってまいりました。実際には、

フードバンク宇都宮の事業の一部として、食材を預か

って特定のところに配るというようなことをやらせて

いただいておりました。皆さんのお手元にある資料に

詳しく最近の活動が書いていてあるかと思います。こ

の中でも、特に、お米に関しては真岡地区だけではな

くて、小山の農家さんからも玄米をいただき、それを

ストックし、広沢米穀さんで 5 キロに精米をしてい

ただいて、10 から 120 セットを作っていただいて、

お配りしてるという状態であります。 
直近では、先月の 29 日に、社会福祉協議会のある場

所でフードバンクのキャンペーンということで、直接

皆さんにお配りをすると、なかなかこの貧困云々と謳

ってしまうと取りに来づらいという方々はやはり多い

ので、誰でも来てください、フードバンクってこうい

う事業をやってますよと、新聞等で取り上げていただ

いて活動を行っています。 
ま、こういう席では、あの貧困家庭で云々という話題

を出しておりますが、この後ちょっとお話しします子

供食堂においても、貧困という言葉はできるだけ使わ

ないようにしています。誰でも集まれる、誰でも取り



 

No.3023  - 4 

に来れる、フードバンクに関しては取りに来た人がち

ょっと周りで困ってる人がいたらそういう人にもあげ

てね。と一声かけて、食材をお配りしています。新聞

等で、貧困家庭というー文字を出してしまい、朝ごは

んを食べられない子供たちがとか、そういった話をし

てしまうと、どうしても皆さん取りにきづらい。受付

で名前とか住所書くのができませんなど、そういった

声を受け、受付を極力なくし、とにかく来た人には配

ります。で、配った時に、もし周りで困ってる方がい

たら、こういうことやってるよ、もしくはこれも一緒

に持って行っててあげてねっていうようなキャンペー

ンも定期的に行っています。 
このフードバンクに関しては、先ほど、市村会長も言

っておりましたフードドライブという形で、皆さんか

ら食材を定期的に集めたりして食材をストックしてお

ります。まだ現在ストックする倉庫というのはきちん

と決まっておらず、それを元のリス村施設の一部を少

し改装させてもらって使わせてもらうということで話

が進んでおります。 
集める食材に関しては、生物（なまもの）は受け取れ

ず、6 ヶ月程度の賞味期限があるものに関してお預か

りをする。缶詰・レトルトパックは募集しておりま

す。もしありましたら、皆さんのご協力もお願いでき

ればと思っております。 
フードドライブに関しましては、地元のビックイオン

さん、二宮のスーパーさん、ヨークベニマルさんから

など、なかなか定期的な契約は難しいんですが、ある

程度食材が溜まってきたら提供いただいております。 
フードバンクの 1 番の目的は、フードロスをなくす

ことと、生活に困っている方のところに直接、食品食

料が届くというところを念頭においてやっておりま

す。今のところ直接お配りできる方は、10 人いるか

いないかっていうところなんですが、真岡市担当部署

や社会福祉協議会から SOS をいただき、食材をお持

ちするというような活動にも切り替えてきておりま

す。どうしても高齢の方だと役所にしても、社会福祉

協議会にしてもこういったフードバンクの事業をして

いるところに取りに来れないという方もいらっしゃい

ますので、そういった方には我々が直接持ってくより

も、分かっている担当者に仲介をしていただいて、そ

ういった方に届けるという形を今は取らせていただい

ております。社会福祉協議会に相談に来る方の中には

内容をよく聞いた上で差しあげるようにいしてるよ、

というところでお話は聞いております。 
もう 1 つ大きな事業の 1 つが、空豆食堂という事業

と生活介護を主に受け持っておりますアトリエファー

ベ。この 2 つの事業を行っております。 
子供食堂、その名前が豆っ子食堂ということで現在、

お弁当を配るという形で対応させていただいておりま

す。このコロナ禍がある程度収束してくれば、子供た

ちも、お年寄りの方もみんなで食べていただく、とい

うのを、一応目指しているところなんですが、なかな

かそれができない状態なので、今のところ、お弁当を

配る事業にさせていただいております。 
子供食堂は貧困家庭を云々というよりも、誰でもその

地域の人たちがみんな集まれる、そういった場所の提

供という考え方で、行われてきたものであります。

今、特に都会では、隣に誰が住む人ぞ、という風な感

じで、コミュニティが全くないような状況が続いてお

り、特に高齢者の方に関しては、コミュニティがない

状態が続いています。そういう状況を少しでも改善し

ようということで、最初のうちは何人か集まって、お

茶飲みの場所、というのがあったかと思います。そこ

から派生して、じゃあ、ちょっと朝ごはん食べれず困

っている子がいるらしいよ、みたいなことを聞いて、

じゃその子、ちょっと呼んでみようかで呼ぶ。ちょっ

と早く来て朝ごはん食べて学校に行かせようかと。 
栃木県でも田舎の方に行きますと、朝、学校に早く行

けば朝ごはんが食べられるよ、といったサービスに切

り替えている。このような取り組みもあると聞いてお

ります。県内でも個人がやってるところまで入れる

と、20 から 30 あると言われてるんですが、ある程度

認識されてる数で聞きますと、16 から 18 と言われて

おります。なかなかホームページを見ても、私たちの

活動のこの豆っ子食堂っていうのはまだ載っていない

状態になりますので、まだまだ走り出したところであ

ります。 
去年の 8 月に試しにお弁当を配るという事業を始

め、途中コロナ禍で中断をしており、今年の夏から月

に 2 回というペースで行うようになってまいりまし

た。この豆っ子食堂、子供食堂に関しましては、皆さ

んにまだまだ周知されていない部分はありますが、こ

ういった話をします。ぜひ食材を使ってくれというこ

とで、この日程に合わせて。最近では第 2、第 4 もし

くは第 1、第 3 の金曜日にやってるんですがその前の

日とか前、前の日に食材を持ってきてくれる方、中に
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は農家さんによっては何が欲しいんだいということ

で、リクエストを聞いていただけ今のところ、この食

堂の中で、作れるのが 30 食で数は少ないんですが、

その範囲内でお配りしているところです。中学生まで

は無料で配っております。それ以上の方は、200 円を

いただくようにしています。200 円というのは、ほぼ

運営するにあたっての、寄付ということで運営をして

おります。最初のうちはどうなることかと思っていた

んですが、食材が集まり、お米も定期的に持ってきて

いただける方が出てきました。いつも夕方 4 時半か

ら 6 時までの間にお配りをしてるんですが、最近は 5
時過ぎにはもうなくなってしまうという状況が続いて

おります。いくつまで増やせるかはまだわかりません

が、できるだけ多くのお弁当を作って対応できればと

検討しているところで 60 食ぐらいには持っていきた

いなと考えております。 
子どもたちや、地域の皆さんに集まっていただいて、

地域のコミュニティ作り、皆さんのお話を聞きながら

子供たちとお年寄りのコミュニケーションも図れたら

と思っております。目の前の真岡女子高校の JRC 部

と組み、子供たちの面倒を見てもらったり子供たちの

宿題のお手伝いをしてあげられたらと、いろんな計画

は立ててはいるんですが、なかなか実現はしていない

ところであります。 
先週子供食堂が、お弁当配りをしたんですが、子供た

ちが来た時に真岡女子高生のボランティアできている

皆さんが、サンタさんへの手紙を書きましょうという

ことで、お手伝いをいただきました。女子高生の皆さ

ん、大人の皆さんにはマスクをしていただいて、サン

タさん宛の手紙を書き、子供たちにちょっとでも遊ん

でいただければ、と行いました。親御さんにも好評で

親同士のココミュニケーションも取れました。 
そういった活動につながるように、コロナが収息する

のを本当に心待ちにしてるという状況であります。 
今ネックになってるのが食堂の厨房が小さいので、そ

れなりの数しかできないことです。 
ボランティアに来た人たちが入れる場所がないので、

数の制限はできてしまう。厨房の皆さんもボランティ

アでやっていますのでこれを週に何回とかってなると

皆さんの負担がまた増えてしまう。理想としては子供

食堂、もしくは地域食堂という形のものが色々な地

域、学校単位、学校というよりも、その登校班単位な

どの小さい地域で、広まっていくことが 1 番理想な

のかなとは思っております。本当はこういった活動が

ないのが 1 番理想ではありますが、皆さんにご協力

をいただいて、小さい単位でもこういった活動を広め

ていきたいなと考えております。 
NPO 法人マートとして、進めるととも指定管理を受

けています市民活動推進センターの方でも、そういっ

た NPO 法人を立ち上げたい、といったご相談に関し

ては、この市民活動推進センターで承っておりますの

で、ぜひ使っていただければ、と考えております。 
以上のような内容の活動をしております。 
最後に、食品の寄付を求めておりますので、今すぐで

はなくて、来年 1 月以降になるかと思いますが、ま

た皆さんにお知らせをして、こういったものを集めて

ますというようなパンフレットをお渡しできればと思

っております。その時にはご協力をよろしくお願いし

たいと思います。 
大変、話しづらい状況ではございましたが、お話を聞

いていただきまして、本当にありがとうございまし

た。高い位置から失礼いたしました。 
ありがとうございました。 
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■スマイルボックス（11 月 17 日現在） （円） 
前回までのスマイル繰越金 353,000 
会員 19,000 
ビジター 0 
本日のスマイル合計 19,000 
スマイル今期累計 372,000 
前回までの米山繰越金 16,707 
本日の米山 0 
米山今期累計 16,707 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本日のプログラム 
外部卓話 

NPO 法人ま・わ・た代表 
飯野 滋生様 

11 月 24 日（木）のプログラム 
外部卓話 
宇都宮 RC 
田島様 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
外
部
卓
話

外
部
卓
話

月
初
会

地
区
大
会

■月間予定出席者 
在籍 54 名 出席免除者  1 名（有資格者 1 名 + 有理由者 名） 
例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率

（％） 
補正後 月 日        
本日 11 月 17 日 53 3  36 （ － ） 17 62.26 

 
■月間出席率（％） ※例会欠席は前日 15：00 までに必ず事務局までお知らせください。 

7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 
83.78 70.37 73.59 74.06         

※例会欠席は前日 15：00 までに必ず事務局（TEL.0285-84-2511 FAX.0285-84-2510）までお知らせください。 


